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NO研より分与された56例のアカゲザル同種免疫
血桁を用いた.リンパ球は予研に飼帝されている
カニクイザル75豆乳TNO研に飼符されているSD
抗原が既知であるアカゲザル38頭および京大詔技
研のアカゲザル40頭を用いた｡
カニクイザル血約を用いたカニクイザル.アカ
ゲザルの比較では両省に析似した抗原が存在する
ことを示唆する成約は得られなかった｡
カニクイザルに対するアカゲザル血清とカニク
イザル血清との比較では少数ながら類似する抗原
の存在が示唆された｡
現在より精細な比較を行いつつあるが両者のM
HCはヒトとチンパンジーの比較の成績などから
予想される以上に只っている可能性もあり,MH
Cの進化を考える上からも興味深い｡
霊長類ヘモグロビンの一次構造の研究
毎田徹夫 (長崎大･医)
ヘモグロビンの分子進化に興味をもち,主とし
て霊長規と食虫頬のヘモグロビンの一次構造分析
を進めている｡今回.共同利用研究でシロテテナ
ガザル.アジルテナガザル,ベニガオザル,アッ
サムモンキー,ボンネットモンキー,ノドジロオ
マキザル.りタポシタマリン.シルパーマーモセッ
ト,オオガラゴについて椛造分析を開始した｡こ
のうち,シロテテナガザル.アジルテナガザル.
ワタポシタマリン.シルパーマーモセットは-主
成分ヘモグロビンのみをもち.それらのαおよび
β鎖の完全構造を決定した｡
分析方法はまずα鎖とβ鎖をCMセルロース･
カラムを用いて分離し,それぞれのトリプシン･
ペプチドを分離 ･精製し,さらにそれらのアミノ
酸配列を主としてEdman法により分析した.各
トリプシン･ペプチドのαおよびβ鎖中での配列
はヒトのものとの相同性より推定した｡
分析した2種のテナガザルではa鈍もP銃も全
く同じであり,ヒトのものと比較すると両紙とも
それぞれ3個のアミノ酸変只が認められた｡シル
パーマーモセットではa銃で4個,P孤で5個,
またワタポシクマリンではα鎖で4個.β鎖で6
個のヒトとのアミノ椴変兜が認められた｡
オオガラゴの場合は採血した4頭の成獣はセル
ロゲル唱気泳動上.個体差なく2主成分のへモグ
ロビンが認められた｡この2成分をCMセルロー
ス･カラムを用いて分離し.そのサブユニット的
成を検索したところa鎖は2成分に共並であり.
p銃が只なっていた｡現在このa銃および2柾FI
のP鎖の机凸を分析中である｡またa鎖の多型性
が認められたマカク絹の3柾.アッサムモンキ .ー
ボンネットモ./キー.ペニガオザルについては.
現在それらのサブユニット成分の分粒を行ってお
り.近く構造分析を始めるつもりでいる｡
サルの主要租税適合抗原系に関する研究
野口淳夫,後藤裕子
古川敏紀,藤崎正美
(筑波大･基礎医学系)
日的 :ニホンザル白血球抗原 (Japanesemonkey
leucocytoantigenりMLA)を解析する目的は,
1.RhLA (アカゲザル白血球抗原)に匹敵する
HLA系 (ヒト白血球抗原系)のモデルを作る｡
2,地理的気候的に多様な日本列島各地に適応し
棲息する各群について.JMLAの迫伝子頻度から
みた特徴を分析しMHC (Majorhistocompati-
bilitygcnocomplex)迫伝子の多様性の生物学
的意苑を検討する. 3,ヒトを含む霊長規のMH
C各迫伝子座の泊伝子産物の系統発生的関係を考
案する｡4.迫伝子レベルにおける椛皮の高い個
体識別法を確立し.ニホンザルの社会学的,生態
学的研究の進展に寄与する.-ryである｡結果 :前
年度および本年度に作nAした91種の同種抗白血球
血清 (ニホンザル65種.アカゲザル26種)と53頭
の非血縁ニホンザル])ンパ球の反応を細胞iri性テ
ストによって検査した.これらの結卿 こ韮き.2
つの血清間の相関分析をx2検定し,けI値20.4
の相関を示したものをまとめたところ.18のクラ
スターが山現した｡史にこのpreliminarycluster
18種を規定する抗血柄のうち.46種を選び,原液
から32倍まで倍々希釈した｡これらの希釈血清と
40頭の非血縁ニホンザルTリンパ球を反応させ,
反応パターンの類似性を検討したところ,6種の
グループを得,これらを仮にJMLAl,2.4,9,
14,3.2と命名した｡このうち1,2,4,9は第1
の遺伝子座にまた14,3.2は第2の退伝子座によっ
て支配されるという仮説をMaximumlikelihood
methodsを用いて検定したところ成立することが
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